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太
宰
治
「
碧
眼
托
鉢
」
は
、
『
日
本
浪
曼
派
』
に
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
「
碧
眼
托
鉢
（
一

）
1
（

）
」
で
は
、
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
芸
術
に

於
け
る
宿
命
」
と
「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
骨
格
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
で
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
（C

h
arles-L

ou
is P

h
ilippe

、
一
八
七
四
～

一
九
〇
九
年
）
と
い
う
作
家
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
中
で
、
語
り
手
の
「
私
」
は
、
「
フ
イ
リ
ツ
プ
。
こ
れ
は
、
断
じ
て
、
可
愛
げ

の
あ
る
作
家
で
は
無
い

）
2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
フ
ラ
ン
ス
の
む
か
し
の
小
説
家
の
中
で
、
畏
敬
し
て
居
る
も
の
」
と
し
て
、
「
メ
リ

メ
」
の
後
に
「
辛
じ
て
、
フ
イ
リ
ツ
プ
」
と
名
前
を
挙
げ
て
、「
そ
の
余
は
、
名
は
な
く
も
が
な
と
思
つ
て
居
る
」
と
言
う

）
3
（

。
そ
し
て
「
私
」

は
「
か
れ
の
ま
こ
と
の
人
と
な
り
を
語
ら
む
乎

）
4
（

」
と
、
「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
友
に
語
つ
た
言
葉
の
は
し
は
し

）
5
（

」
と
し
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
書
簡
を

九
つ
引
用
す
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
死
を
惜
し
む
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
（A

n
dré G

ide

、
一
八
六
九
～
一
九
五
一
年
）
の
言
葉
も
引
用
し
て

い
る
。
そ
の
後
「
私
」
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
「
か
れ
こ
そ
、
厳
粛
な
る
半
面
の
大
文
豪
」
で
あ
り
、
「
世
を
の
が
れ
、
ひ
つ
そ
り
暮

し
た
風
流
隠
土マ

マ

の
た
ぐ
ひ
で
は
な
」
く
、
「
三
十
四
歳
で
死
し
た
る
か
れ
に
は
、
大
作
家
五
十
歳
六
十
歳
の
あ
の
傍
若
無
人
の
マ
ン
ネ
リ
ズ

ム
の
堆
積
が
、
無
か
つ
た
の
で
」
、
「
巨
匠
た
る
貫
禄
」
が
「
見
失
」
わ
れ
て
い
る
と
語
っ
て
い
る

）
6
（

。
以
上
に
つ
い
て
「
私
」
は
最
後
に
、

女
子
大
國
お　
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「
淀
野
隆
三
訳
、
「
小
さ
き
町
に
て
。
」
の
出
版
を
、
よ
ろ
こ
ぶ
のマ

マ

心
の
あ
ま
り
、
ひ
ど
く
、
不
要
の
出
し
や
ば
り
を
し
た
や
う
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る

）
7
（

。

　
「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
骨
格
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
に
つ
い
て
、
前
田
角
蔵
氏
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
「
ど
う
し
て
太
宰
が
惹
か
れ
た
の
か
さ
だ

か
で
は
な
い
」
と
断
っ
て
か
ら
、
引
用
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
言
葉
や
そ
れ
に
続
く
「
私
」
の
言
葉
か
ら
「
類
推
」
し
、
「
文
才
は
優
れ
て

い
な
が
ら
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
作
家
へ
の
万
感
の
同
情
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
あ
る
ま
い
」
と
読
ん
で
い
る

）
8
（

。
そ
し
て
「
こ

こ
に
は
大
作
家
の
能
力
が
あ
り
な
が
ら
も
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
自
分
へ
の
自
己
愛
も
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う

）
9
（

」
と
し
て

い
る
。

　

こ
の
章
で
は
、
鉤
括
弧
で
引
用
さ
れ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
や
ジ
ッ
ド
の
言
葉
に
つ
い
て
、
特
に
説
明
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
フ
ィ
リ
ッ

プ
の
ど
の
よ
う
な
点
が
「
畏
敬

）
10
（

」
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
「
半
面
の
大
文
豪

）
11
（

」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
の
か
、
明
確
に
示
さ
れ

て
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
が
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
随
筆
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
明
確
に
分
か
ら
な
い
太
宰

の
考
え
を
探
る
た
め
に
は
、
太
宰
が
参
照
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ジ
ッ
ド
の
言
葉
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
随
筆
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ジ
ッ
ド
の
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
本
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
だ
特
定
さ
れ
て

い
な
い
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
こ
の
随
筆
を
書
く
た
め
に
太
宰
が
参
照
し
た
可
能
性
の
あ
る
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ジ
ッ
ド
の
言
葉
の
翻
訳
の
調

査
結
果
を
示
す
。
そ
れ
ら
と
こ
の
随
筆
の
本
文
を
対
照
さ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
宰
が
こ
の
随
筆
を
書
く
に
当
た
っ
て
何
を

用
い
た
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
そ
の
引
用
元
の
本
と
太
宰
の
随
筆
を
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
宰
が
ど
の
よ
う
な
点
を
受
容
し

た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
以
上
の
作
業
を
通
じ
て
、
太
宰
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
点
を
評
価
し
た
の
か
を
、
具

体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
前
段
階
の
基
礎
作
業
で
あ
る
。
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一
、
「
フ
イ
リ
ッ
プ
の
骨
格
に
つ
い
て
」
の
引
用
元
の
特
定

―
叢
文
閣
単
行
本
と
新
潮
社
全
集
の
比
較
に
よ
っ
て

　

太
宰
が
引
用
し
て
い
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
言
葉
は
、
ど
の
よ
う
な
本
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
内
祥
史
氏

）
12
（

は
、
「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
友
に

語
つ
た
言
葉
」
は
「
彼
の
書
簡
の
一
節
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ツ
ド
」
の
「
演
説
」
の
言
葉
は
、
小
牧
近

江
訳
に
依
っ
た
も
の
だ
ろ
う
」
と
し
て
、
「
た
と
え
ば
「
シ
ヤ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
イ
リ
ツ
プ
」
（
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集
第
三
巻
』
新
潮
社
、
昭

和
五
年
三
月
二
十
三
日
発
行
）
な
ど
」
と
挙
げ
て
い
る

）
13
（

。
こ
の
章
で
は
、
太
宰
の
随
筆
を
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
書
簡
と
ジ
ッ
ド
の
講
演
の
本

文
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
太
宰
が
見
た
本
を
特
定
す
る
。

　

ま
ず
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
書
簡
集
の
翻
訳
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
碧
眼
托
鉢
（
一

）
14
（

）
」
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
十
一
年
一
月
ま
で
に
二
つ
出

さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
昭
和
三
年
三
月
の
外
山
楢
夫
訳
『
若
き
日
の
手
紙
』
（
岩
波
文
庫
）
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
昭
和
四
年
十
一
月
の

神
部
孝
訳
「
若
き
日
の
手
紙
」
で
、
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集　

第
一
巻
』
（
新
潮
社
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

）
15
（

。

　

し
か
し
、
次
に
引
用
す
る
通
り
、
外
山
訳
と
神
部
訳
は
、
太
宰
の
随
筆
の
引
用
部
分
と
は
似
て
い
な
い
。

太
宰
の
随
筆
：
こ
れ
は
小
さ
い
声
で
い
ふ
こ
と
だ
が
、
僕
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
と
老
ダ
ン
テ
を
思
ふ
と
、
か
ら
だ
が
ふ
る
え
る
。

そ
れ
か
ら
、
ニ
イ
チ
エ

）
16
（

。

外
山
訳
：
［
前
略
］
僕
は
極
く
内
密
に
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
僕
は
古
馴
染
の
ミ
ケ
ラ
ン
ゼ
ロ
と
ダ
ン
テ
と
を
、
神
経
と
意
志

と
の
陶
酔
を
以
て
眺
め
る
。
そ
れ
は
、
お
ゝ
友
よ
、
僕
が
ニ
イ
チ
エ
を
読
ん
だ
か
ら
だ

）
17
（

。

神
部
訳
：
僕
は
声
を
ひ
そ
め
て
、
話
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
僕
は
神
経
や
意
志
の
狂
ほ
し
さ
を
以
て
古
馴
染
の
ミ
ケ
ラ
ン
ゼ
ロ
や

ダ
ン
テ
を
眺
め
る
。
そ
れ
は
、
お
ゝ
友
よ
、
僕
が
ニ
イ
チ
エ
を
読
ん
だ
か
ら
で
あ
つ
て
［
後
略

）
18
（

］
。

　

例
え
ば
傍
線
部
と
二
重
傍
線
部
の
よ
う
に
、
太
宰
の
用
い
て
い
る
「
小
さ
い
声
で
い
ふ
」
や
「
か
ら
だ
が
ふ
る
え
る
」
と
い
う
表
現
は
、



64

後
の
二
つ
の
翻
訳
の
表
現
と
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
太
宰
の
引
用
で
は
、
四
角
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
、
「
そ
れ
か
ら
」

と
ニ
イ
チ
ェ
の
名
前
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
点
を
見
て
み
る
。
後
の
二
つ
の
翻
訳
で
は
、
ニ
イ
チ
ェ
を
読
ん
だ
こ
と
が
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
と
ダ
ン
テ
に
強
く
心
を
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
太
宰
の
引
用
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
講
演
の
本
文
を
確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
講
演
に
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
の

書
簡
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
太
宰
の
随
筆
で
は
、
ジ
ッ
ド
の
演
説
の
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
書
簡
の
言
葉
も
ま
た
、

ジ
ッ
ド
の
講
演
か
ら
引
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
碧
眼
托
鉢
（
一

）
19
（

）
」
ま
で
に
出
さ
れ
て
い
る
ジ
ッ
ド
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
講

演
の
翻
訳
は
、
第
一
に
、
大
正
十
五
年
五
月
の
小
牧
近
江
訳
『
シ
ヤ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
イ
リ
ツ
プ
』
（
叢
文
閣
）
が
あ
る
。
第
二
に
、
昭
和

五
年
三
月
に
新
潮
社
か
ら
出
さ
れ
た
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集　

第
三
巻
』
に
、
小
牧
近
江
訳
「
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
」
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
昭
和
九
年
四
月
に
金
星
堂
か
ら
出
さ
れ
た
『
ジ
イ
ド
全
集　

第
九
巻
』
に
、
片
山
敏
彦
訳
「
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
第
四
に
、
昭
和
九
年
四
月
に
建
設
社
か
ら
出
さ
れ
た
『
ジ
イ
ド
全
集　

第
九
巻
』
に
、
中
島
健
蔵

訳
「
シ
ャ
ル
ル
・
ル
ヰ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る

）
20
（

。

　

第
二
点
目
の
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集
』
の
小
牧
近
江
訳
が
、
山
内
祥
史
氏
に
よ
っ
て
「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
骨
格
に
つ
い
て
」
の
出
典
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る

）
21
（

。
ま
ず
こ
の
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集
』
の
本
文
を
、
第
三
・
第
四
点
目
に
挙
げ
た
『
ジ
イ
ド
全
集
』
の
二
つ
の
本
文
と
比

べ
て
み
た
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
等
へ
の
言
及
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

太
宰
の
随
筆
：
こ
れ
は
小
さ
い
声
で
い
ふ
こ
と
だ
が
、
僕
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
と
老
ダ
ン
テ
を
思
ふ
と
、
か
ら
だ
が
ふ
る
え
る
。

そ
れ
か
ら
、
ニ
イ
チ
エ

）
22
（

。

『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集
』
の
小
牧
訳
：
こ
れ
は
小
さ
い
声
で
言
ふ
こ
と
だ
が
、
僕
は
わ
が
老
ミ
ケ
ル
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
と
老
ダ
ン
テ
に
満
身

の
感
激
を
も
つ
。
そ
れ
か
ら
僕
は
ニ
イ
チ
ェ
を
読
ん
だ
が
、
お
お
君
、
あ
れ
こ
そ
我
が
悩
み
の
良
剤
で
あ
り
、
僕
を
強
壮
に
す
る
興
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奮
剤
な
ん
だ

）
23
（

。

『
ジ
イ
ド
全
集
』
の
片
山
訳
：
君
に
こ
っ
そ
り
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
僕
は
狂
熱
的
崇
拝
を
も
つ
て
、
わ
が
老
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
と
わ
が
老
ダ
ン
テ
と
を
全
霊
の
う
ち
に
仰
い
で
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
お
お
我
が
友
よ
、
僕
が
ニ
ー
チ
ェ
を
読
ん
だ
か
ら
な
の
だ

）
24
（

。

『
ジ
イ
ド
全
集
』
の
中
島
訳
：
こ
れ
は
小
声
で
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
な
ん
だ
が
、
僕
は
わ
が
ミ
ケ
ラ
ン
ヂ
ェ
ロ
と
わ
が
ダ
ン
テ

と
に
全
身
ま
た
全
霊
を
以
て
傾
倒
し
て
居
る
。
と
云
ふ
の
は
僕
は
ニ
イ
チ
ェ
を
読
ん
だ
の
だ
、
さ
う
す
る
と
君
、
そ
れ
は
僕
の
不
幸

を
癒
す
薬
、
僕
を
強
く
し
て
呉
れ
る
偉
大
な
興
奮
剤
な
ん
だ

）
25
（

。

　

ま
ず
、
二
重
傍
線
部
の
よ
う
に
、
太
宰
の
随
筆
の
「
か
ら
だ
が
ふ
る
え
る
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
翻
訳
全
て
が
一
致
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
小
さ
い
声
で
」
と
初
め
に
断
る
傍
線
部
分
と
、
四
角
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
「
そ
れ
か
ら
」
と
い
う
接
続
詞
を

用
い
て
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
ダ
ン
テ
に
ニ
ー
チ
ェ
を
並
列
す
る
二
点
に
つ
い
て
は
、
太
宰
の
随
筆
と
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集
』
の
小
牧
訳

の
本
文
は
一
致
し
て
い
る
。
片
山
訳
と
中
島
訳
で
は
、
こ
れ
ら
の
二
点
も
一
致
し
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
太
宰
の
随
筆
で
引
用
さ
れ
て
い
る
全
て
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ジ
ッ
ド
の
言
葉
に
つ
い
て
、
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集
』
の
小
牧
訳
の
本

文
の
該
当
箇
所
を
確
認
し
て
み
た
。
す
る
と
、
違
和
感
を
覚
え
る
点
が
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
次
の
段
落
で
述
べ
る
が
、
該
当
箇
所
自
体
を

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
太
宰
が
用
い
て
い
る
独
特
の
言
葉
が
一
致
し
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集
』

以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
、
第
一
点
目
の
叢
文
閣
単
行
本
の
小
牧
近
江
訳
を
見
て
み
た
。
す
る
と
二
つ
の
本
文
は
、
同
じ
小
牧
訳
で
あ
る

が
、
全
集
に
収
め
ら
れ
る
際
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
叢
文
閣
単
行
本
の
方
で
は
、
全
集
に
は
な
い
該
当
箇
所
が
存
在
し

た
り
、
全
集
よ
り
も
太
宰
の
表
現
と
近
い
表
現
が
用
い
ら
れ
た
り
し
て
い
な
い
か
。
太
宰
の
随
筆
と
、
叢
文
閣
単
行
本
そ
し
て
全
集
の
小

牧
近
江
の
訳
文
を
比
較
し
た
。

　

太
宰
の
「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
骨
格
に
つ
い
て
」
で
、
ジ
ッ
ド
の
講
演
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
、
フ
ィ
リ
ッ
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プ
と
ジ
ッ
ド
の
言
葉
、
そ
し
て
そ
の
間
に
差
し
挟
ま
れ
る
説
明
の
文
章
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
①
～
⑫
の
番
号
を
振
っ
て
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

該
当
す
る
叢
文
閣
単
行
本
と
新
潮
社
の
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集
』
（
以
下
、
こ
の
全
集
を
、
「
新
潮
社
全
集
」
と
略
記
す
る
。
）
の
本
文
を
確
認

し
た
。
そ
の
結
果
を
、
本
稿
の
末
尾
の
表
Ａ
の
【
対
照
表
】
で
示
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
叢
文
閣
単
行
本
と
新
潮
社
全
集
の
該
当
箇
所
の
有
無
に
つ
い
て
述
べ
る
。
叢
文
閣
単
行
本
の
本
文
で
は
、
①
～
⑦
と
⑫
は
、「
一
、

シ
ヤ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
イ
リ
ツ
プ
（
講
演
）
」
に
該
当
箇
所
が
あ
っ
た
。
⑨
⑩
は
、
同
じ
叢
文
閣
単
行
本
の
中
で
、
「
三
、
参
考
」
と
し
て

付
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
「
其
四　

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
に
与
ふ
（
手
簡
）
」
に
該
当
箇
所
が
あ
っ
た
。
⑧
⑪
は
該
当
箇
所
が
な
か
っ
た
。
次

に
、
新
潮
社
全
集
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
①
～
⑦
と
⑫
は
、
「
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
」
（
小
牧
近
江
訳
）
に
該
当
箇
所
が
あ
っ

た
。
⑩
の
該
当
箇
所
は
新
潮
社
全
集
で
は
ジ
ッ
ド
の
講
演
の
中
に
は
な
い
が
、
同
じ
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
二
十
歳
の
日
記
」
（
神
部

孝
訳
）
に
該
当
す
る
箇
所
が
あ
る
。
⑧
⑨
⑪
は
該
当
箇
所
が
な
か
っ
た
。
以
上
、
該
当
箇
所
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
叢
文
閣
単
行
本
に
⑨

の
該
当
箇
所
が
あ
る
点
が
、
新
潮
社
全
集
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
⑨
の
「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ツ
ド
に
与
ふ
」
と
い
う
部
分
は
、
ジ
ッ
ド
の
表

記
が
「
ジ
イ
ド
」
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
叢
文
閣
単
行
本
の
参
考
資
料
の
タ
イ
ト
ル
と
一
致
し
て
い
る
。

　

次
に
、
二
つ
の
本
に
該
当
箇
所
が
あ
る
九
カ
所
（
①
～
⑦
と
⑩
⑫
）
に
つ
い
て
、
表
現
を
比
べ
て
見
る
。
九
カ
所
の
う
ち
六
カ
所
（
③

④
⑤
⑦
⑩
⑫
）
で
、
叢
文
閣
単
行
本
の
方
が
太
宰
の
本
文
に
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
太
宰
の
随
筆
で
③
の
よ
う
に
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ

エ
ロ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
新
潮
社
全
集
で
は
「
老
ミ
ケ
ル
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
」
と
な
っ
て
い
る
。
叢
文
閣
単
行
本
で
は
「
ミ

ケ
ル
・
ア
ン
ジ
エ
ロ
」
で
あ
り
、
「
老
」
が
付
い
て
い
な
い
点
で
太
宰
の
随
筆
の
表
現
に
似
て
い
る
。
④
「
野
蛮
人
」
に
つ
い
て
、
新
潮
社

全
集
で
は
「
野
人
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
叢
文
閣
単
行
本
で
は
「
野
蛮
人
」
と
一
致
す
る
。
⑤
の
最
後
の
一
文
は
、
「
僕
に
は
、
猛

烈
な
意
志
さ
へ
あ
る
の
だ
よ
」
で
あ
る
。
新
潮
社
全
集
は
「
毎
日
、
僕
に
接
し
て
ゐ
る
友
達
は
、
僕
が
抵
抗
と
勇
気
を
持
つ
強
い
人
間
で

あ
り
、
烈
し
い
意
志
を
持
つ
て
ゐ
る
と
考
へ
て
ゐ
て
く
れ
る
の
だ
」
と
な
っ
て
い
る
。
叢
文
閣
単
行
本
で
は
「
そ
し
て
僕
に
は
猛
烈
な
意
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志
が
あ
る
の
だ
」
と
な
っ
て
い
る
。
太
宰
の
随
筆
と
叢
文
閣
単
行
本
で
は
、
烈
し
い
意
志
を
持
つ
と
い
う
内
容
を
最
後
に
独
立
さ
せ
る
文

の
切
り
方
と
、
「
猛
烈
な
意
志
」
と
い
う
表
現
が
一
致
し
て
い
る
。
⑦
に
つ
い
て
は
、
「
半
面
」
と
「
御
記
憶
あ
り
た
い
」
と
い
う
表
現
に

注
目
し
て
み
た
い
と
思
う
。
新
潮
社
全
集
で
は
「
一
面
」
、
「
記
憶
し
て
ゐ
て
下
さ
い
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
叢
文
閣
単
行
本
で
は
「
半

面
」
、
「
お
記
憶
あ
り
た
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
太
宰
の
随
筆
と
似
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
⑩
に
つ
い
て
は
、
「
男
ら
し
く
」
と
「
立
場
を

ど
つ
ち
か
に
、
は
つ
き
り
と
き
め
て
く
れ
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
新
潮
社
全
集
で
は
、
そ
の
こ
と
が
「
大
人
に
」
と
「
選

択
す
る
の
さ
」
と
い
う
異
な
る
言
葉
で
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
叢
文
閣
単
行
本
で
は
、
「
早
く
男
ら
し
く
な
つ
て
く
れ
。
立
場

を
ど
つ
ち
か
に
き
め
て
く
れ
」
と
、
太
宰
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
⑫
に
つ
い
て
は
、
「
絶
倫
の
力
」
と
い
う
表
現
を
比
較

し
て
み
た
い
と
思
う
。
新
潮
社
全
集
で
は
「
あ
り
あ
ま
る
ほ
ど
の
力
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
叢
文
閣
単
行
本
は
「
絶
倫
の
力
」
で
あ
り
、

太
宰
の
随
筆
と
一
致
し
て
い
る
。

　

二
冊
の
本
に
該
当
箇
所
が
あ
る
九
カ
所
の
う
ち
、
残
り
の
三
カ
所
（
①
②
⑥
）
は
、
叢
文
閣
単
行
本
か
ら
新
潮
社
全
集
へ
の
改
訂
が
な

い
か
、
ふ
り
が
な
等
の
細
か
な
改
訂
に
と
ど
ま
る
箇
所
で
あ
る
。
新
潮
社
全
集
の
方
が
太
宰
の
随
筆
の
本
文
に
似
て
い
る
、
と
い
う
箇
所

は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
太
宰
が
随
筆
を
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
用
い
た
本
は
、
叢
文
閣
単
行
本
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　

二
、
叢
文
閣
単
行
本
の
本
文
の
変
更
に
よ
る
強
調

　

太
宰
の
随
筆
で
は
、
叢
文
閣
単
行
本
の
本
文
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
太
宰
の
随
筆
と
叢
文
閣
単
行
本
の
本

文
（
表
Ａ
で
い
う
と
、
最
上
段
目
と
二
段
目
の
部
分
で
あ
る
。
）
を
比
較
し
て
み
る
と
、
太
宰
は
、
叢
文
閣
単
行
本
の
本
文
に
手
を
加
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
様
々
な
変
更
が
あ
る
が
、
変
更
の
種
類
と
し
て
は
三
つ
の
種
類
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
文
章
表
現

に
お
け
る
変
更
で
あ
る
。
読
点
を
追
加
し
た
り
、
あ
る
言
葉
や
表
現
を
類
似
す
る
も
の
へ
変
え
た
り
、
細
か
い
内
容
を
削
除
し
た
り
す
る
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と
い
う
変
更
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
叢
文
閣
単
行
本
の
本
文
に
言
葉
を
付
け
加
え
る
と
い
う
変
更
で
あ
る
。
表
Ａ
の
最
下
段
に
、
こ
れ
ら

二
種
類
の
変
更
点
の
全
て
を
挙
げ
た
。
三
つ
目
の
変
更
も
言
葉
を
付
け
加
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
叢
文
閣
単
行
本
に
該
当
箇
所
を
見
つ
け

ら
れ
な
い
点
で
、
二
つ
目
の
変
更
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
表
Ａ
の
⑧
⑪
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
文
章
表
現
上
の
変
更
点
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
第
一
に
、
叢
文
閣
単
行
本
の
本
文
に
読
点
を
追
加
す
る
こ
と
が
、
二
十
一
箇

所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
以
下
、
丸
数
字
の
後
の
数
字
は
、
表
Ａ
の
最
下
段
の
数
字
と
対
応
し
て
い
る
。
表
Ａ
の
②
⒉
⒋
⒌
⒎
、
③
⒈
⒊
⒋
、

④
⒈
⒉
⒊
、
⑤
⒍
⒏
、
⑥
⒈
、
⑦
⒈
⒋
、
⑩
⒈
、
⑫
⒈
⒉
⒋
⒌
⒍
で
の
変
更
で
あ
る
。
太
宰
の
随
筆
で
は
、
全
体
に
亘
っ
て
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
と
ジ
ッ
ド
の
言
葉
が
、
短
く
切
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

文
章
表
現
上
の
第
二
の
変
更
点
と
し
て
、
叢
文
閣
単
行
本
の
言
葉
や
表
現
を
、
類
似
す
る
も
の
へ
変
え
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
⒉
、
②
⒊
⒍

、
③
⒊
、
④
⒍
、
⑤
⒈
⒉
⒋
⒍
⒏
、
⑥
⒊
、
⑦
⒉
⒊
、
⑩
⒈
、
⑫
⒍
の
十
六
カ
所
で
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
変
更
の
う

ち
、
ま
ず
、
②
⒍
と
⑤
⒍
を
見
て
み
た
い
。
い
ず
れ
も
、
叢
文
閣
単
行
本
で
は
一
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
二
文
に
分
け
て
述
べ

る
と
い
う
変
更
が
さ
れ
て
い
る
。
②
⒍
は
、
叢
文
閣
単
行
本
で
は
「
［
前
略
］
い
ひ
得
る
こ
と
は
、
僕
ら
は
将
に
生
れ
ん
と
す
る
新
ら
し
い

時
代
に
属
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
だ
」
と
い
う
一
文
で
あ
っ
た
。
太
宰
の
随
筆
で
は
、
こ
の
一
文
に
つ
い
て
、
「
［
前
略
］
こ
れ
だ
け
は
断

言
で
き
る
。
僕
ら
は
、
将
に
生
れ
ん
と
す
る
新
し
い
時
代
に
属
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
を
」
と
、
二
つ
の
文
に
切
り
、
倒
置
し
て
述
べ
る

と
い
う
変
更
を
加
え
て
い
る
。
⑤
⒍
は
、
叢
文
閣
単
行
本
で
は
、
「
［
前
略
］
友
達
は
僕
は
抵
抗
と
勇
気
を
持
つ
強
い
人
間
だ
と
し
て
く
れ

る
ん
だ
」
と
い
う
一
文
が
、
「
僕
は
執
拗
な
抵
抗
力
と
、
勇
気
と
を
持
つ
て
ゐ
る
。
［
中
略
］
友
人
た
ち
も
、
み
ん
な
さ
う
い
ふ
」
と
二
文

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
更
も
ま
た
、
読
点
の
追
加
と
同
様
に
、
文
章
を
短
く
切
っ
て
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
②
⒍
は
倒
置
す
る
こ
と
で
末
尾
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
⑥
⒊
で
、
「
知
れ
な
い
」
と
い
う
表
現
が
、
「
知
れ
ん
」
と
い
う
く
だ
け
た
言
い
回
し
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
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み
た
い
。
こ
の
よ
う
な
口
語
的
な
表
現
へ
の
変
更
と
し
て
は
、
他
に
、
第
一
の
変
更
点
で
挙
げ
た
う
ち
、
②
⒌
と
⑥
⒈
の
、
「
僕
、
」
と
い

う
表
現
へ
の
変
更
が
あ
る
。
助
詞
を
省
い
て
口
語
的
で
勢
い
の
あ
る
表
現
に
し
て
い
る
。

　

語
気
を
追
加
す
る
こ
と
は
、
⑦
⒉
や
⑦
⒊
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
⑦
⒉
で
は
、
「
廿
八
歳
し
か
な
ら
な
い
。
が
、
私
は
半
面
を
さ
ら
け
出

し
た
」
と
い
う
叢
文
閣
単
行
本
の
本
文
に
手
が
加
え
ら
れ
、
「
二
十
八
歳
に
し
て
、
す
で
に
僕
の
半
面
を
切
つ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
半

面
を
切
」
る
と
い
う
の
は
特
殊
な
表
現
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
自
分
の
半
面
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
を
一
つ
の
達
成
と
し
て
語
っ

て
い
る
こ
と
は
分
か
る
。
「
半
面
を
切
」
る
と
は
、
意
味
と
し
て
は
「
半
面
を
さ
ら
け
出
」
す
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
太

宰
は
「
さ
ら
け
出
」
す
と
い
う
表
現
や
、
半
面
を
示
し
た
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
切
る
と
い
う
、
刃
物
を
用
い

て
断
つ
と
い
う
鋭
さ
や
、
区
切
り
を
つ
け
る
と
い
う
き
っ
ぱ
り
し
た
様
子
や
、
勢
い
な
ど
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
を
用
い
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ

が
自
分
の
「
半
面
」
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
こ
と
を
、
よ
り
印
象
的
に
伝
え
て
い
る

）
26
（

。
⑦
⒊
で
は
、
叢
文
閣
単
行
本
の
「
他
の
方
も
見

て
ゐ
て
下
さ
る
が
い
ゝ
」
と
い
う
一
文
を
、
「
も
う
半
面
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
」
と
変
え
て
い
る
。
「
他
の
方
」
と
「
も
う
半
面
」
は
、

意
味
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
が
、
「
半
面
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し
、
ま
だ
自
分
の
全
面
は
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
「
も
う
半
面
」
が

残
っ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
見
て
ゐ
て
下
さ
る
が
い
ゝ
」
を
「
忘
れ
る
な
」
と
変
更
し
て
い
る
。
「
見
て
ゐ
て
下

さ
る
が
い
ゝ
」
は
、
一
見
表
現
は
穏
や
か
で
あ
る
が
、
切
り
口
上
で
、
わ
ざ
と
ら
し
い
丁
寧
な
も
の
の
言
い
方
の
捨
て
台
詞
め
い
て
も
聞

こ
え
る
。
「
忘
れ
る
な
」
へ
の
変
更
は
、
よ
り
平
明
な
表
現
で
、
内
容
と
し
て
は
強
く
要
求
す
る
と
い
う
同
様
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　

文
章
表
現
上
の
第
三
の
変
更
点
と
し
て
、
細
か
い
内
容
を
削
除
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
②
⒐
で
は
、
叢
文
閣
単
行
本
に

は
あ
っ
た
「
そ
れ
は
恰
度
、
」
と
い
う
言
葉
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
更
は
十
三
例
あ
り
、
②
⒐

⒓
⒔
、
③
⒉
⒌
、
④
⒌
、

⑤
⒊
⒋
⒌
、
⑦
⒌
⒍
⒏
の
部
分
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
②
の
⒔
は
、
叢
文
閣
単
行
本
で
は
「
予
言
者
の
ひ
と
に
ひ
と
し
い
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の
だ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
「
予
言
者
」
の
後
の
部
分
を
削
除
し
て
、
「
予
言
者
」
と
体
言
止
め
で
終
わ
っ
て
い
る
。
同
様
に
、

助
動
詞
な
ど
の
文
末
部
分
を
削
除
し
て
体
言
止
め
で
終
わ
る
と
い
う
例
は
、
他
に
も
③
⒌
⑦
⒌
⒏
に
見
ら
れ
、
計
四
例
が
あ
る
。
③
⒌
は

「
ニ
イ
チ
エ
」
、
⑦
⒌
は
「
意
欲
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
」
、
⑦
⒏
は
「
僕
の
発ば

條ね

」
で
文
を
終
え
て
い
る
。

　

以
上
、
文
章
表
現
上
の
変
更
点
を
三
点
見
て
き
た
が
、
次
に
、
叢
文
閣
単
行
本
の
本
文
に
対
し
て
、
言
葉
を
加
え
て
い
る
点
を
見
て
み

た
い
と
思
う
。
文
章
表
現
上
の
第
三
の
変
更
点
の
よ
う
に
細
か
い
内
容
を
削
除
す
る
一
方
で
、
逆
に
言
葉
を
付
け
加
え
る
こ
と
も
さ
れ
て

い
る
。
注
目
す
べ
き
変
更
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
中
に
は
言
葉
を
微
妙
に
付
け
加
え
る
だ
け
の
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
変
更
は
、
以

下
で
見
て
い
く
通
り
、
文
章
表
現
上
と
い
う
よ
り
も
内
容
に
関
わ
る
変
更
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
④
⒋
、
⑤
⒍
⒎
⒏
、
⑦
⒐
、

⑨
⒈
、
⑩
⒈
で
、
計
七
例
あ
る
。
④
⒋
で
は
、
「
僕
も
書
く
」
と
い
う
一
言
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
叢
文
閣
単
行
本
の
該
当

箇
所
の
「
か
く
し
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
の
が
、
『
ビ
ュ
・
ビ
ュ
・
ド
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
』
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
に
基
づ
い
て
追
加
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
太
宰
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
白
痴
』
に
触
発
さ
れ
て
作
品
を
生
み
出
し
た
と
い
う
説
明
を
、
そ
の

ま
ま
伝
え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
説
明
を
「
僕
も
書
く
」
と
い
う
簡
潔
な
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
言
葉
に
変
え
て
、
そ
の
こ
と
で
フ
ィ
リ
ッ

プ
が
『
白
痴
』
に
感
動
し
意
欲
を
得
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

　

⑤
⒍
と
⑤
⒏
そ
し
て
⑦
⒐
の
変
更
で
は
、
微
妙
に
言
葉
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
言
葉
を
強
調
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て

い
る
。
⑤
⒍
で
は
「
抵
抗
」
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
を
、
「
執
拗
な
」
と
い
う
言
葉
の
追
加
に
よ
っ
て
強
め
て
い
る
。
⑤
⒏
で
は
、
「
猛

烈
な
意
志
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
「
猛
烈
な
意
志
さ
へ
あ
る
」
と
「
意
志
」
を
強
調
し
て
い
る
。
⑦
の
最
後
で
は
、
「
僕
」
が
「
半
面
」

を
「
は
つ
き
り
さ
せ
た
」
の
は
、
「
勇
気
」
や
「
力
」
に
よ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
叢
文
閣
単
行
本
で
は
、
「
そ
れ
が
勇
気
で
あ
り
、
力

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
太
宰
の
随
筆
で
は
⑦
⒐
の
よ
う
に
「
こ
れ
こ
そ
勇
気
で
あ
り
、
力
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
勇
気
」
と
「
力
」
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
。



太
宰
治
「
碧
眼
托
鉢
」
に
お
け
る
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
の
講
演
『
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
』
の
受
容

71

　

⑤
⒎
で
は
、
「
僕
た
ち
の
仲
で
、
お
そ
ら
く
は
、
い
ち
ば
ん
強
い
男
だ
」
と
い
う
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
主
張
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
「
毎
日
毎
日
僕
に
接
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
友
達
は
」
、
自
分
を
「
強
い
人
間
だ
と
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
叢
文
閣
単
行
本
の
内
容
に
、

「
僕
た
ち
の
仲
で
」
「
い
ち
ば
ん
」
と
い
う
要
素
を
加
え
て
、
強
調
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑨
⒈
で
は
、
ジ
ッ
ド
を
「
白
面
の
文
学
青
年
」
と
す
る
言
葉
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
叢
文
閣
単
行
本
の
該
当
箇
所
つ
ま

り
「
三　

参
考
」
「
其
四
」
の
書
簡
の
内
容
に
基
づ
い
て
追
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
ジ
ッ
ド
に
宛
て
て
書
い
た
書

簡
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
を
読
む
と
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
、
ジ
ッ
ド
の
「
放
蕩
息
子
」
と
い
う
作
品
の
「
読
後
」
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
ま
ず
「
放
蕩
息
子
」
を
読
ん
で
「
が
つ
か
り
」
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
と
は
い
ふ
も
の
の
君

は
あ
ん
な
に
純
に
書
き
、
あ
ん
な
に
明
快
に
思
索
し
た
こ
と
は
今
ま
で
な
い
と
思
ふ
」
と
述
べ
、
「
早
く
男
ら
し
く
な
つ
て
」
「
立
場
」
を

「
き
め
」
る
よ
う
と
迫
っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
ジ
ッ
ド
が
「
放
蕩
息
子
」
で
「
純
に
書
き
」
「
明
快
に
思
索
し
た
」
こ
と
を
評
価
す

る
も
の
の
、
ジ
ッ
ド
を
未
熟
者
と
見
て
激
励
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
受
け
て
太
宰
は
ジ
ッ
ド
を
「
白
面
の
文
学
青
年
」
と
し
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　

⑩
⒈
で
は
、
叢
文
閣
単
行
本
の
「
立
場
を
ど
つ
ち
か
に
き
め
て
く
れ
」
と
い
う
文
を
、
読
点
で
短
く
切
り
つ
つ
言
葉
を
加
え
て
「
立
場

を
ど
つ
ち
か
に
、
は
つ
き
り
と
、
決
め
て
く
れ
」
と
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
よ
り
力
強
く
ジ
ッ
ド
に
選
択
を
迫
る
表
現
へ
と
変
更
さ

れ
て
い
る
。

　

以
上
の
点
に
つ
い
て
、
太
宰
の
随
筆
で
は
、
叢
文
閣
単
行
本
の
本
文
が
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
文
章
表
現
上
の
第
一
～
三
の

変
更
点
か
ら
は
、
太
宰
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
や
ジ
ッ
ド
の
言
葉
を
短
く
区
切
っ
て
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
フ
ィ
リ
ッ
プ
や
ジ
ッ
ド
の
言
葉
一
つ
一
つ
を
目
立
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
第
二
の
変
更
点
に
お
け
る
倒
置
す
る
こ
と
や
、
第
三
の
変

更
点
に
お
け
る
体
言
止
め
も
ま
た
、
末
尾
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
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更
に
、
言
葉
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
該
当
す
る
叢
文
閣
単
行
本
の
内
容
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
強
調
さ
れ
て
い
る
内
容
に
は
、

あ
る
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
七
例
の
う
ち
六
例
で
は
、『
白
痴
』
に
触
発
さ
れ
て
「
僕
も
書
く
」
と
意
欲
が
涌
い
た
こ
と
、「
抵

抗
」
や
「
強
」
さ
や
「
意
志
」
や
「
勇
気
」
や
「
力
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
ジ
ッ
ド
に
立
場
の
決
定
を
「
は
つ
き
り
と
」
迫
る
勢
い
が

強
め
ら
れ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
力
強
さ
が
強
調
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

　

第
一
の
変
更
点
と
し
て
み
た
②
⒌
と
⑥
⒈
、
ま
た
第
二
の
変
更
点
と
し
て
見
た
⑥
⒊
と
⑦
⒉
⒊
で
は
、
口
語
的
で
勢
い
の
あ
る
表
現
へ

変
更
さ
れ
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
ま
さ
に
話
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
語
気
を
追
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

言
葉
を
付
加
す
る
変
更
点
の
④
⒋
で
も
、
「
僕
も
書
く
」
と
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
自
身
の
語
り
が
追
加
さ
れ
て
い
た
。

　

太
宰
は
、
ジ
ッ
ド
の
講
演
で
読
ん
だ
フ
ィ
リ
ッ
プ
や
ジ
ッ
ド
の
言
葉
を
、
単
に
引
き
写
す
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
以
上
の
変
更

点
か
ら
は
、
情
報
や
知
識
を
た
だ
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ジ
ッ
ド
の
言
葉
を
強
調
し
語
気
を
強
め
て
、
作
家
た
ち
の
言
葉

を
リ
ア
ル
な
生
の
声
と
し
て
示
そ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
太
宰
は
こ
の
随
筆
で
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
発
言
と
と
も
に
熱
気
を
帯
び
た
口

調
に
よ
っ
て
、
そ
の
力
強
い
様
子
を
伝
え
よ
う
と
工
夫
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
太
宰
の
随
筆
に
、
叢
文
閣
単
行
本
に
該
当
箇
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
言
葉
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

表
Ａ
の
通
り
、
⑧
の
「
な
ん
の
こ
と
は
な
い
、
僕
は
市
井
の
正
義
派
で
あ
つ
た
」
と
い
う
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
⑪
の

「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ツ
ド
は
演
説
し
た
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
⑪
は
、
⑫
の
ジ
ッ
ド
の
言
葉
を
引
用
す
る
た
め
の
説
明
で
あ
る
。
⑪
は
特
に

太
宰
の
考
え
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
⑧
は
、
太
宰
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
太
宰
が
叢
文
閣
単
行
本
に
特
に
付
け
加
え
た
点
と
し
て
、
⑧
は
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
「
碧

眼
托
鉢
（
一

）
27
（

）
」
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
つ
い
て
述
べ
た
文
献
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
「
市
井
の
正
義
派
」

と
述
べ
た
も
の
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
（
確
認
で
き
た
文
献
一
覧
は
、
本
稿
の
末
尾
の
表
Ｂ
の
【
一
覧
表
】
に
挙
げ
る
。
）
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今
回
は
「
碧
眼
托
鉢
（
一
）
」
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
太
宰
が
依
拠
し
た
本
を
特
定
し
、
そ
れ
と
の
比
較
を
通
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
や
ジ
ッ

ド
の
言
葉
を
読
者
に
提
示
す
る
際
太
宰
が
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
工
夫
を
加
え
て
い
た
か
を
見
た
。
次
の
課
題
は
、
太
宰
が
こ
の
叢

文
閣
単
行
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
点
を
受
容
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
検
討
を
通
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
「
市
井
の
正

義
派
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
） 「
碧
眼
托
鉢
（
一
）
」
『
日
本
浪
曼
派
』
第
二
巻
第
一
号
、
昭
和
十
一
年
一
月
、
70
～
73
頁
。
こ
の
随
筆
を
、
以
下
碧
一
と
い
う
ふ
う
に
略
記
し
て
、

頁
数
を
算
用
数
字
で
示
す
。

（
2
） 

碧
一
、
71
頁
。

（
3
） 

注
（
2
）
に
同
じ
。

（
4
） 

注
（
2
）
に
同
じ
。

（
5
） 

碧
一
、
72
頁
。

（
6
） 

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
7
） 

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
8
） 

前
田
角
蔵
「
太
宰
治
と
「
碧
眼
托
鉢
」
」
『
太
宰
治
研
究
』
第
十
七
集
、
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
一
年
六
月
、
248
頁
。

（
9
） 

注
（
8
）
に
同
じ
。

（
10
） 

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
11
） 

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
12
） 

山
内
祥
史
「
解
題
」
『
太
宰
治
全
集
』
第
十
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
、
578
頁
。
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（
13
） 

注
（
12
）
に
同
じ
。

（
14
） 
注
（
1
）
に
同
じ
。

（
15
） 
調
査
に
当
た
っ
て
、
榊
原
貴
教
「
フ
イ
リ
ッ
プ
翻
訳
作
品
目
録
」
（
『
翻
訳
と
歴
史
』
三
十
六
号
、
二
〇
〇
八
年
一
月
、
40
頁
）
の
「
若
き
日
の
手
紙
」

の
項
を
確
認
し
た
。
外
山
訳
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
年
の
岩
波
文
庫
以
前
に
、
大
正
十
五
年
に
『
ひ　

新
し
き
村
』
（
第
一
巻
第
六
号
、
大
正
十
五
年

九
月
）
と
、
昭
和
二
年
に
『
大
調
和
』
に
四
度
（
昭
和
二
年
四
月
創
刊
号
・
五
月
号
・
六
月
号
・
十
二
月
号
）
発
表
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

『
大
調
和
』
創
刊
号
に
は
、
太
宰
の
随
筆
で
引
用
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
言
葉
の
一
部
（
本
稿
末
尾
の
表
Ａ
で
い
う
と
②
④
）
に
該
当
す
る
部
分
が

含
ま
れ
て
い
た
（
50
頁
）
。
し
か
し
、
そ
の
本
文
は
、
岩
波
文
庫
の
本
文
（
75
頁
）
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
碧
一
に
よ
り
時
期
が
近
い
岩
波
文
庫
を
用

い
検
討
す
る
。

（
16
） 

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
17
） 

シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
『
若
き
日
の
手
紙
』
、
外
山
楢
夫
訳
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
三
年
三
月
、
158
頁
。

（
18
） 

神
部
孝
訳
「
若
き
日
の
手
紙
」
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集　

第
一
巻
』
、
新
潮
社
、
昭
和
四
年
十
一
月
、
316
頁
。

（
19
） 

注
（
1
）
に
同
じ
。

（
20
） 

調
査
に
当
た
っ
て
、
大
場
恒
明
「
日
本
に
お
け
る
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
文
献
」
（
『
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
と
日
本
近
代
文
学

│
「
偏
見
な
き
精
神
」

と
の
邂
逅
』
、
蒼
穹
出
版
、
二
〇
〇
三
年
七
月
、
98
～
125
頁
）
を
確
認
し
た
。

（
21
） 

注
（
12
）
に
同
じ
。

（
22
） 

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
23
） 

小
牧
近
江
訳
「
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
」
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集　

第
三
巻
』
、
新
潮
社
、
昭
和
五
年
三
月
、
436
頁
。

（
24
） 

片
山
敏
彦
訳
「
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
」
『
ジ
イ
ド
全
集　

第
九
巻
』
、
金
星
堂
、
昭
和
九
年
四
月
、
286
頁
。

（
25
） 

中
島
健
蔵
訳
「
シ
ャ
ル
ル
・
ル
ヰ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
」
『
ジ
イ
ド
全
集　

第
九
巻
』
、
建
設
社
、
昭
和
九
年
四
月
、
253
頁
。

（
26
） 

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
「
切
る
」
の
用
例
は
、
他
の
太
宰
の
作
品
に
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
作
家
用
語
索
引　

太
宰
治　

別
巻
』
（
近
代
作
家
用
語

研
究
会
編
、
教
育
社
、
一
九
八
九
年
二
月
）
の
「
作
品
一
覧
全
語
出
現
度
数
表
」
（
200
～
201
頁
）
を
用
い
て
、
作
品
集
『
晩
年
』
、
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ



太
宰
治
「
碧
眼
托
鉢
」
に
お
け
る
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
の
講
演
『
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
』
の
受
容
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ネ
」
、
「
富
嶽
百
景
」
、
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
、
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
」
、
「
桜
桃
」
、
『
右
大
臣
実
朝
』
、
『
斜
陽
』
、
『
人
間
失
格
』
に
出
現
す
る
「
切
る
」
と
い
う

単
語
を
調
べ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
「
切
る
」
は
二
十
一
例
確
認
で
き
た
が
、「
半
面
を
切
つ
た
」
の
よ
う
に
特
殊
な
「
切
る
」
の
用
例
は
な
か
っ
た
。

太
宰
が
引
用
の
際
に
、
引
用
元
の
文
章
を
変
更
し
て
勢
い
を
加
え
る
例
と
し
て
は
、
「
猿
面
冠
者
」
（
『
鷭
』
第
二
集
、
昭
和
九
年
七
月
）
で
の
、
プ
ー

シ
キ
ン
の
作
品
か
ら
の
引
用
が
考
え
ら
れ
る
。
笠
原
伸
夫
氏
（
「
「
猿
面
冠
者
」
の
方
法
」
『
太
宰
治
研
究
1
』
、
和
泉
書
院
、
平
成
六
年
七
月
）
は
、

そ
の
引
用
元
を
メ
レ
シ
ュ
コ
ォ
フ
ス
キ
イ
「
プ
ゥ
シ
キ
ン
…
…
主
観
的
批
評
…
…
」
（
中
山
省
三
郎
訳
、
『
新
文
学
研
究
』
第
六
集
、
昭
和
七
年
五
月
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
評
論
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
一
体
何
も
の
？　

た
ゞ
の
真
似
事
師
か
／
気
に
す
る
が
も
の
も
な
い
幽
霊
か
、
／
ハ

ロ
ル
ド
の
マ
ン
ト
を
着
た
莫
斯
科
つ
子
か
、
／
他
人
の
癖
の
翻
案
か
、
／
流は

や

り行
言
葉
の
辞
書
な
の
か
…
…
／
い
や
も
う
、
も
ぢ
り
言
葉
の
詩
と
で
も

い
つ
た
あ
と
こ
ろ
か
な
、
」
（
179
～
180
頁
）
。
「
猿
面
冠
者
」
で
は
、
「
そ
も
さ
ん
何
者
。
さ
れ
ば
、
わ
づ
か
に
ま
ね
ご
と
師
。
気
に
す
る
が
も
の
も
な
い

幽
霊
か
。
ハ
ロ
ル
ド
の
マ
ン
ト
羽
織
つ
た
莫
斯
科
ッ
子
。
他
人
の
癖
の
翻
案
か
。
は
や
り
言
葉
の
辞
書
な
の
か
。
い
や
さ
て
、
も
ぢ
り
言
葉
の
詩
と

で
も
い
つ
た
と
こ
ろ
ぢ
や
な
い
か
よ
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
初
め
の
一
文
で
は
、
「
一
体
」
が
「
そ
も
さ
ん
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
続
く
部
分
で
は
、

「
さ
れ
ば
」
と
い
う
言
葉
の
追
加
や
「
た
だ
の
」
を
「
わ
づ
か
に
」
に
改
め
る
言
葉
の
変
更
、
体
言
止
め
へ
の
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
ハ

ロ
ル
ド
の
マ
ン
ト
を
着
た
」
と
い
う
引
用
元
の
本
文
は
、
「
ハ
ロ
ル
ド
の
マ
ン
ト
羽
織
つ
た
」
と
表
現
が
変
更
さ
れ
、
「
を
」
と
い
う
助
詞
が
省
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
言
葉
に
勢
い
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
最
後
の
文
で
は
、
「
と
こ
ろ
か
な
」
が
「
と
こ
ろ
ぢ
や
な
い
か
よ
」
と
、
よ
り
特

異
な
表
現
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

（
27
） 

注
（
1
）
に
同
じ
。

　

［
付
記
］
引
用
は
初
出
誌
に
拠
り
、
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
た
。
引
用
文
に
傍
線
・
二
重
傍
線
・
四
角
囲
み
を
付
し
た
の
は
引
用
者
で

あ
る
。

 

　

拙
稿
は
、
二
〇
一
三
年
度
同
志
社
女
子
大
学
研
究
助
成
金
「
奨
励
研
究
」
に
よ
る
。
深
く
謝
意
を
表
す
る
。

 

（
本
学
講
師
）
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表
Ａ
【
対
照
表　
「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
骨
格
に
つ
い
て
」
・
叢
文
閣
単
行
本
・
新
潮
社
全
集
の
本
文
】

　

凡
例

※ 　

表
の
上
か
ら
一
段
目
に
は
、
①
～
⑫
の
番
号
を
振
っ
て
、
太
宰
治
「
碧
眼
托
鉢
（
一
）」
に
お
け
る
「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
骨
格

に
つ
い
て
」
と
い
う
章
で
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ジ
ッ
ド
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
を
引
用
す
る
。
引
用
文
は
全
て
、
初
出

雑
誌
『
日
本
浪
曼
派
』（
第
二
巻
第
一
号
、
昭
和
十
一
年
一
月
）
の
72
頁
に
拠
る
。

※ 　

上
か
ら
二
・
三
段
目
に
は
、
①
～
⑫
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
『
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
』（
近
江
谷
駉
訳
（
題
簽
は
「
小
牧
近
江
訳
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。）、
叢
文
閣
、
大
正
十
五
年
五
月
。
以
下
、
叢
文
閣

単
行
本
と
略
記
す
る
。）
と
、『
フ
ィ
リ
ッ
プ
全
集　

第
三
巻
』（
新
潮
社
、昭
和
五
年
三
月
。
以
下
、新
潮
社
全
集
と
略
記
す
る
。）

の
本
文
を
挙
げ
る
。
叢
文
閣
単
行
本
と
新
潮
社
全
集
か
ら
の
引
用
に
は
、
各
部
の
最
後
に
括
弧
内
の
数
字
で
頁
数
を
示
す
。

※ 　

叢
文
閣
単
行
本
の
本
文
に
つ
い
て
、
①
～
⑦
と
⑫
は
、「
一
、
シ
ヤ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
イ
リ
ツ
プ
（
講
演
）」
の
章
に
該
当
箇

「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
骨
格
に
つ
い
て
」
の
本
文

 
叢
文
閣
単
行
本
の
本
文

 

新
潮
社
全
集
の
本
文

叢
文
閣
単
行
本
と
「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
骨
格
に
つ
い
て
」
の
本
文
の
相
違
点

①
「
昨
日
、
僕
は
け
だ
も
の
の
如
く
に

泣
い
た
。」

『
昨き

の
う日

、
僕
は
け
だ
も
の
の
や
う
に
泣
い
た
。［
後

略
］』（
11
）

「
昨き

の
ふ日

、僕
は
け
だ
も
の
の
や
う
に
泣
い
た
。［
後
略
］」

（
432
）

⒈
昨き

の

う日
→
昨
日

⒉
や
う
に
→
如
く
に

②
「
僕
た
ち
お
互
ひ
が
大
作
家
に
な
れ

る
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
、
わ
か
ら
な
い

け
れ
ど
も
、
少
く
と
も
、
僕
、
こ
れ
だ

け
は
断
言
で
き
る
。
僕
ら
は
、
将
に
生

れ
ん
と
す
る
新
し
い
時
代
に
属
し
て
ゐ

る
と
い
ふ
こ
と
を
。
キ
リ
ス
ト
の
誕
生

に
先
き
だ
ち
、
キ
リ
ス
ト
の
出
現
を
言

ひ
当
て
た
予
言
者
。」

『
僕
た
ち
お
互
が
大
作
家
に
な
れ
る
か
ど
う
か
、

そ
れ
は
わ
か
つ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も

僕
の
い
ひ
得
る
こ
と
は
、
僕
ら
は
将
に
生
れ
ん
と

す
る
新
ら
し
い
時
代
に
属
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と

だ
。
そ
れ
は
恰
度
、
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
に
先
き
だ

ち
、
キ
リ
ス
ト
の
出
現
と
そ
の
教
理
を
布
伝
し
た

数
多
い
小
さ
な
予
言
者
の
ひ
と
に
ひ
と
し
い
の

だ
。』（
18
）

「
僕
た
ち
お
互
が
大
作
家
に
な
れ
る
か
ど
う
か
、
そ

れ
は
わ
か
つ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
僕
の

い
ひ
得
る
こ
と
は
、
僕
ら
は
将
に
生
れ
ん
と
す
る
新

ら
し
い
時
代
に
属
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
だ
。
そ
れ

は
恰
度
、
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
に
先
き
だ
ち
、
キ
リ
ス

ト
の
出
現
と
そ
の
教
理
を
布
伝
し
た
数
多
い
小
さ
な

予
言
者
に
ひ
と
し
い
の
だ
。」（
434
）

⒈
お
互
→
お
互
ひ

⒉
そ
れ
は
→
そ
れ
は
、

⒊
わ
か
つ
た
も
の
で
は
な
い
が
→
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も

⒋
少
く
と
も
→
少
く
と
も
、

⒌
僕
の
→
僕
、

⒍
い
ひ
得
る
こ
と
は
、［
中
略
］と
い
ふ
こ
と
だ
。
→
こ
れ
だ
け
は
断
言
で
き
る
。［
中
略
］と
い
ふ
こ
と
を
。

⒎
僕
ら
は
→
僕
ら
は
、

⒏
新
ら
し
い
→
新
し
い

⒐
そ
れ
は
恰
度
、
→
【
削
除
】

と
そ
の
教
理
→
【
削
除
】

布
伝
し
た
→
言
ひ
当
て
た

⒓
数
多
い
小
さ
な
→
【
削
除
】

⒔
予
言
者
の
ひ
と
に
ひ
と
し
い
の
だ
→
予
言
者

③
「
こ
れ
は
小
さ
い
声
で
い
ふ
こ
と
だ

が
、
僕
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
と
老
ダ

ン
テ
を
思
ふ
と
、
か
ら
だ
が
ふ
る
え
る
。

そ
れ
か
ら
、
ニ
イ
チ
エ
。」

『
こ
れ
は
小
さ
い
声
で
い
ふ
こ
と
だ
が
、
僕
は
わ
が
ミ
ケ

ル
・
ア
ン
ジ
エ
ロ
と
老
ダ
ン
テ
に
満
身
の
感
激
を
も
つ
。

　

そ
れ
か
ら
僕
は
ニ
イ
チ
エ
を
読
ん
だ
が
、
お
お
君
、

あ
れ
が
我
が
悩
み
の
良
剤
で
あ
り
、
僕
を
強
壮
に
す
る

興
奮
剤
な
ん
だ
。［
後
略
］』（
22
）

「
こ
れ
は
小
さ
い
声
で
い
ふ
こ
と
だ
が
、
僕
は
わ
が

老
ミ
ケ
ル
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
と
老
ダ
ン
テ
に
満
身
の
感

激
を
も
つ
。
そ
れ
か
ら
僕
は
ニ
イ
チ
ェ
を
読
ん
だ
が
、

お
お
君
、
あ
れ
こ
そ
我
が
悩
み
の
良
剤
で
あ
り
、
僕

を
強
壮
に
す
る
興
奮
剤
な
ん
だ
。［
後
略
］」（
436
）

⒈
僕
は
→
僕
は
、

⒉
わ
が
ミ
ケ
ル
・
ア
ン
ジ
エ
ロ
→
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ

⒊
に
満
身
の
感
激
を
も
つ
→
を
思
ふ
と
、
か
ら
だ
が
ふ
る
え
る

⒋
そ
れ
か
ら
僕
は
→
そ
れ
か
ら
、

⒌ 

ニ
イ
チ
エ
を
読
ん
だ
が
、
お
お
君
、
あ
れ
が
我
が
悩
み
の
良
剤
で
あ
り
、

僕
を
強
壮
に
す
る
興
奮
剤
な
ん
だ
→
ニ
イ
チ
エ

④
「
僕
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
、

白
痴
を
読
ん
だ
。
こ
れ
こ
そ
、
野
蛮
人

の
作
品
と
い
ふ
も
の
だ
。
僕
も
書
く
。」

か
れ
は
、
ビ
ユ
ビ
ユ
・
ド
・
モ
ン
パ
ル

ナ
ス
を
書
き
あ
げ
た
。

『
僕
は
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
の
『マ

マ「
白
痴
」
を
読
ん
だ
。

こ
れ
こ
そ
野
蛮
人
の
作
品
と
い
ふ
も
の
だ
。』
と
彼
が

書
い
た
の
が
一
八
九
七
年
十
二
月
の
こ
と
だ
つ
た
。

　

か
く
し
て
、
書
き
お
ろ
さ
れ
た
の
が
『
ビ
ユ
ビ
ユ
・

ド
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
』
で
あ
る
。（
18
～
19
）

「
僕
は
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
の
『
白
痴
』を
読
ん
だ
。

こ
れ
こ
そ
野
人
の
作
品
と
い
ふ
も
の
だ
。」
と
彼
は

一
八
九
七
年
十
二
月
に
書
い
て
ゐ
る
。

　

か
く
し
て
、書
き
お
ろ
さ
れ
た
の
が
『
ビ
ュ
ビ
ュ
・

ド
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
』
で
あ
る
。［
後
略
］（
435
）

⒈
僕
は
→
僕
は
、

⒉
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
の
『マ

マ「
白
痴
」
→
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
、
白
痴

⒊
こ
れ
こ
そ
→
こ
れ
こ
そ
、

⒋
【
な
し
】
→
僕
も
書
く
。

⒌
と
彼
が
書
い
た
の
が
一
八
九
七
年
十
二
月
の
こ
と
だ
つ
た
。
→
【
削
除
】

⒍ 

か
く
し
て
、書
き
お
ろ
さ
れ
た
の
が
『
ビ
ユ
ビ
ユ
・
ド
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
』

で
あ
る
→
か
れ
は
、
ビ
ユ
ビ
ユ
・
ド
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
を
書
き
あ
げ
た

所
が
あ
る
。
⑧
⑪
は
該
当
箇
所
が
な
い
。
⑨
⑩
は
、叢
文
閣
単
行
本
の
「
三
、参
考
」
の
「
其
四
」
の
資
料
に
該
当
箇
所
が
あ
る
。

※ 　

新
潮
社
全
集
の
本
文
に
つ
い
て
、
①
～
⑦
と
⑫
は
、
小
牧
近
江
訳
「
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
」
に
該
当
箇
所
が
あ
る
。

⑧
⑨
⑪
は
、
該
当
箇
所
が
な
い
。
⑩
は
、
小
牧
近
江
訳
「
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
」
に
は
該
当
箇
所
が
な
く
、
同
じ

新
潮
社
全
集
の
神
部
孝
訳
「
二
十
歳
の
日
記　

付
書
簡
集
」
に
該
当
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
⑩
は
神
部
孝
訳
を
挙
げ
る
。

※ 　

表
の
最
下
段
に
は
、
叢
文
閣
単
行
本
と
「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
骨
格
に
つ
い
て
」
の
本
文
の
相
違
点
を
順
に
挙
げ
る
。
表
現
と
し

て
の
纏
ま
り
よ
り
も
、
極
力
簡
潔
に
変
更
箇
所
の
み
を
抜
き
出
し
、
変
更
箇
所
の
分
量
を
示
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　
　

例
．
⒈
や
う
に
→
如
く
に

　
　
　

 　

右
は
、叢
文
閣
単
行
本
に
お
い
て
「
や
う
に
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
フ
イ
リ
ツ
プ
の
骨
格
に
つ
い
て
」
で
は
「
如
く
に
」

と
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。



太
宰
治
「
碧
眼
托
鉢
」
に
お
け
る
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
の
講
演
『
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
』
の
受
容
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⑤
「
君
の
ビ
ユ
ビ
ユ
に
就
い
て
の
記
事
、
僕

は
ず
ゐ
ぶ
ん
う
れ
し
か
つ
た
。
け
れ
ど
も
君

は
、
僕
の
強
さ
を
忘
れ
て
居
る
。
僕
は
執
拗

な
抵
抗
力
と
、
勇
気
と
を
持
つ
て
ゐ
る
。
僕

た
ち
の
仲
で
、
お
そ
ら
く
は
、
い
ち
ば
ん
強

い
男
だ
。
友
人
た
ち
も
、み
ん
な
さ
う
い
ふ
。

僕
に
は
、
猛
烈
な
意
志
さ
へ
あ
る
の
だ
よ
。」

『
君
の
ビ
ユ
ビ
ユ
の
記
事
、
僕
は
ず
ゐ
ぶ
ん
う
れ

し
か
つ
た
。
が
、
君
に
い
つ
て
あ
る
筈
だ
が
、
君

は
僕
を
感
情
的
に
見
て
、
僕
の
強
い
人
間
で
あ
る

こ
と
を
少
し
無
視
し
て
ゐ
る
の
だ
。
毎
日
毎
日
僕

に
接
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
友
達
は
僕
は
抵
抗
と
勇

気
を
持
つ
強
い
人
間
だ
と
し
て
く
れ
る
ん
だ
。
そ

し
て
僕
に
は
猛
烈
な
意
志
が
あ
る
の
だ
。』（
23
）

「
君
の
ビ
ュ
ビ
ュ
の
批
評
、
僕
は
ず
ゐ
ぶ
ん
嬉
し
か

つ
た
。
が
、
君
に
い
つ
て
あ
る
筈
だ
が
、
君
は
僕
を

あ
ま
り
感
情
的
な
人
間
に
見
て
、
強
い
人
間
で
あ
る

こ
と
を
非
常
に
無
視
し
て
ゐ
る
。
毎
日
僕
に
接
し
て

ゐ
る
友
達
は
、
僕
が
抵
抗
と
勇
気
を
持
つ
強
い
人
間

で
あ
り
、
烈
し
い
意
志
を
持
つ
て
ゐ
る
と
考
へ
て
ゐ

て
く
れ
る
の
だ
。」（
436
～
437
）

⒈
の
記
事
→
に
就
い
て
の
記
事

⒉
が
→
け
れ
ど
も
君
は

⒊
君
に
い
つ
て
あ
る
筈
だ
が
、
君
は
僕
を
感
情
的
に
見
て
、
→
【
削
除
】

⒋
僕
の
強
い
人
間
で
あ
る
こ
と
を
少
し
無
視
し
て
ゐ
る
の
だ
→
僕
の
強
さ
を
忘
れ
て
居
る

⒌
毎
日
毎
日
僕
に
接
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
→
【
削
除
】

⒍ 

友
達
は
僕
は
抵
抗
と
勇
気
を
持
つ
強
い
人
間
だ
と
し
て
く
れ
る
ん
だ
→
僕
は
執
拗
な

抵
抗
力
と
、
勇
気
と
を
持
つ
て
ゐ
る
。［
中
略
］
友
人
た
ち
も
、
み
ん
な
さ
う
い
ふ

⒎
【
な
し
】
→
僕
た
ち
の
仲
で
、
お
そ
ら
く
は
、
い
ち
ば
ん
強
い
男
だ
。

⒏
そ
し
て
僕
に
は
猛
烈
な
意
志
が
あ
る
の
だ
→
僕
に
は
、猛
烈
な
意
志
さ
へ
あ
る
の
だ
よ
。

⑥
「
僕
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
よ
り
は

ニ
イ
チ
エ
に
近
い
か
も
知
れ
ん
。」

『
…
…
僕
は
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
よ
り
は
ニ
イ

チ
エ
に
近
い
か
も
知
れ
な
い
。』（
23
）

「
…
…
僕
は
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
よ
り
は
ニ
イ

チ
ェ
に
近
い
か
も
知
れ
な
い
。」（
437
）

⒈
僕
は
→
僕
、

⒉
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
→
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ

⒊
知
れ
な
い
→
知
れ
ん

⑦
「
僕
は
、
二
十
八
歳
に
し
て
、
す
で

に
僕
の
半
面
を
切
つ
た
。
も
う
半
面
の

あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
。
僕
が
い
ま
、

は
つ
き
り
さ
せ
た
半
面
は
、
僕
の
意
欲

し
た
と
こ
ろ
の
も
の
。
僕
み
づ
か
ら
動

か
し
た
僕
の
発ば

条ね

。
こ
れ
こ
そ
勇
気
で

あ
り
、
力
で
あ
る
と
御
記
憶
あ
り
た

い
。」

『
私
は
廿
八
歳
し
か
な
ら
な
い
。
が
、
私
は
半
面

を
さ
ら
け
出
し
た
。
他
の
方
も
見
て
ゐ
て
下
さ
る

が
い
ゝ
。
私
の
は
つ
き
り
さ
せ
た
半
面
は
、
私
の

欲
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
す
。
い
ひ
換
れ
ば
私

自
か
ら
動
か
し
た
私
の
発ば

条ね

な
ん
で
す
。
そ
れ
が

勇
気
で
あ
り
、
力
で
あ
る
と
お
記
憶
あ
り
た
い
。』

（
55
）

「
私
は
ま
だ
や
つ
と
二
十
八
歳
だ
。
が
、
私
は
自
分

の
一
面
を
さ
ら
け
出
し
ま
し
た
。
や
が
て
他
の
一
面

も
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
今
ま
で

に
は
つ
き
り
さ
せ
た
一
面
は
、
自
分
で
も
望
ん
で
ゐ

た
も
の
な
の
で
す
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
私
が
自
分
で
動

か
し
た
私
の
発ば

条ね

な
ん
で
す
。
そ
れ
が
勇
気
で
あ
り
、

力
で
あ
る
と
記
憶
し
て
ゐ
て
下
さ
い
。」（
448
）

⒈
私
は
→
僕
は
、

⒉ 

廿
八
歳
し
か
な
ら
な
い
。
が
、
私
は
半
面
を
さ
ら
け
出
し
た
→
二
十
八

歳
に
し
て
、
す
で
に
僕
の
半
面
を
切
つ
た

⒊
他
の
方
も
見
て
ゐ
て
下
さ
る
が
い
ゝ
→
も
う
半
面
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な

⒋
私
の
→
僕
が
い
ま
、

⒌
私
の
欲
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
す
→
僕
の
意
欲
し
た
と
こ
ろ
の
も
の

⒍
い
ひ
換
れ
ば
→
【
削
除
】

⒎
私
自
か
ら
→
僕
み
づ
か
ら

⒏
私
の
発ば

条ね

な
ん
で
す
→
僕
の
発ば

条ね

⒐
そ
れ
が
→
こ
れ
こ
そ

お
記
憶
→
御
記
憶

⑧
「
な
ん
の
こ
と
は
な
い
、
僕
は
市
井

の
正
義
派
で
あ
つ
た
。」

［
該
当
箇
所
な
し
。］ 

［
該
当
箇
所
な
し
。］

⑨
白
面
の
文
学
青
年
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ

ツ
ド
に
与
ふ
。

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
に
与
ふ
（
106
）

［
該
当
箇
所
な
し
。］

⒈
【
な
し
】
→
白
面
の
文
学
青
年
、

⒉
与
ふ
→
与
ふ
。

⑩
「
早
く
男
ら
し
く
な
つ
て
く
れ
。
立
場
を

ど
つ
ち
か
に
、は
つ
き
り
と
、き
め
て
く
れ
。」

早
く
男
ら
し
く
な
つ
て
く
れ
。
立
場
を
ど
つ
ち
か

に
き
め
て
く
れ
。（
107
）

せ
つ
せ
と
や
つ
て
、
大
人
に
な
る
ん
だ
ね
。
選
択
す
る

の
さ
。（
426
。
神
部
孝
訳「
二
十
歳
の
日
記
」よ
り
引
用
。）

⒈
ど
つ
ち
か
に
→
ど
つ
ち
か
に
、
は
つ
き
り
と
、

⑪
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ツ
ド
は
演
説
し
た
。

［
該
当
箇
所
な
し
。］ 

［
該
当
箇
所
な
し
。］

⑫
「
淑
女
、
な
ら
び
に
、
紳
士
諸
君
。

シ
ヤ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
イ
リ
ツ
プ
は
、

絶
倫
の
力
と
、
未
来
と
を
約
束
し
な
が

ら
、
昨
年
十
二
月
、
三
十
四
歳
で
、
こ

の
世
に
、
ゐ
な
く
な
つ
た
の
で
す
。」

　

淑
女
並
に
紳
士
諸
君
、

　

シ
ヤ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
イ
リ
ツ
プ
は
絶
倫
の
力

と
未
来
を
約
し
な
が
ら
昨
年
十
二
月
、
三
十
四
歳

で
逝
く
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
50
～
51
） 

　

淑
女
並
び
に
紳
士
諸
君
、

　

シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
あ
り
あ
ま

る
ほ
ど
の
力
と
未
来
を
持
ち
な
が
ら
昨
年
十
二
月
、

三
十
四
歳
で
亡な

く
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
447
）

⒈
淑
女
→
淑
女
、

⒉
並
に
→
な
ら
び
に
、

⒊
紳
士
諸
君
、
→
紳
士
諸
君
。

⒋
フ
イ
リ
ツ
プ
は
→
フ
イ
リ
ツ
プ
は
、

⒌
絶
倫
の
力
と
未
来
を
約
し
な
が
ら
→
絶
倫
の
力
と
、未
来
と
を
約
束
し
な
が
ら
、

⒍
逝
く
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
→
、
こ
の
世
に
、
ゐ
な
く
な
つ
た
の
で
す
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発表年月 『掲載誌』巻号
【または『単行本』、出版社】

論者［訳者］ 論　　題

1 大 10.2 『中央文学』第 5年第 2号 小牧近江 シャルル・ルイ・フィリップに就て

2 大 11.10.3・4・5『朝日新聞』東京朝刊 小牧近江 地から生れる芸術の要求（1） ～ （3）

3 大11.10.23 『読売新聞』朝刊 吉江喬松 ［月曜付録］大地の声　シャルル・ルイ・
フィリップの十三年忌を前に

4 大 11.12 『新潮』第三十七巻第六号 吉江喬松 仏蘭西文芸印象記 （七）大地の声─
シャルル・ルイ・フィリップ

5 大 11.12 『日本詩人』第 2号第 12号 石川　淳 シャルル・ルイ・フィリップの一語

6 大11.12.2 『朝日新聞』東京朝刊 山内義雄 クロオデル氏のフイリップ挽歌

7 大 11.12.10 『朝日新聞』東京朝刊 福田正夫 火を点じてくれたクロオデル氏への感謝

8 大 12.1 『日本詩人』第 3巻第 1号 ポオル・クロオデル
［山内義雄］

シャルル・ルイ・フィリップ（詩）
シャルル・ルイ・フィリップ（評論）

9 大 12.4 『文章倶楽部』第 8巻第 4号 小島徳弥 現代世界文豪伝 （4）シャルル・ルイ・フィ
リップ

10 大12.5.11 『朝日新聞』東京朝刊 前田河広一郎 作家二十二人　五月の創作月評 （3）

11 大 12.5 『フイリツプ短篇集』、
近代文明社

堀口大学 シヤルル・ルヰ・フイリツプ─訳者
の序─

12 大 12.6 『文章倶楽部』第 8年第 6号 前田春声 フィリップのこと

13 大13.4.16 『朝日新聞』東京朝刊 中村星湖 四月号創作の読後　今や野蛮人が必要
だ （2）

14 大 13.6 『南欧文学』第二号 井上　勇 シャルル・ルイ・フィリップ

15 大 14.7 『貧と母と子』、至上社 小牧近江 跋にかへて（フイリツプ漫筆）

16 大 15.5 『シャルル・ルイ・フィリップ』、
叢文閣

アンドレ・ジイド
［近江谷駒【題
簽には「小牧近
江」と示されて
いる。】］

一、シヤルル・ルイ・フイリツプ（講演）
二、シヤルル・ルイ・フイリツプ逝く
【「三、参考」として一覧表 8 のクロオ
デルの文章と、「シヤルル・ルイ・フイ
リツプと語る」（ジヨルジユ・カルドネ
ル、シヤルル・ヴエレ）、「アンドレ・
ジイドに与ふ（手簡）」、「シヤルル・ルイ・
フイリツプ著作年表（初版）」を収める】

17 大 15.7 『文芸戦線』第 3巻第 7号 今野賢三 『シヤルル・ルイ・フイリツプ』を読んで

18 大 15.10 『ひ　新しき村』第 1巻第 6号 クルチウス
［外山楢夫］

シヤルル・ルイ・フイリツプ

19 昭 3.3 『文章倶楽部』第 13巻第 3号 赤松月船 フイリップの印象

20 昭 5.1.30 『朝日新聞』東京朝刊 宮島新三郎 読書ページ　野桜のパイプから

21 昭 5.2 『詩神』第 6巻第 2号 小牧近江 フィリップの写真を見る

22 昭 5.3 『フィリップ全集　第三巻』、
新潮社

小牧近江 シャルル・ルイ・フィリップ

23 昭 5.9 『新ふらんす文学』、東京堂 広瀬哲士 八　シャルル・ルイ・フィイリップ

24 昭 5.10 『ふらんす』第 6巻第 10号 小方庸正 シャルル・ルイ・フィリップ

25 昭 9.1 『ビュビュ・ド・モンパルナス』、
新潮文庫

小牧近江 序

26 昭 9.4 『ジイド全集　第九巻』、金星堂 片山敏彦 シャルル・ルイ・フィリップ

27 昭 9.4 『ジイド全集　第九巻』、建設社 中島健蔵 シャルル・ルヰ・フィリップ

28 昭 10.10 『小さき町にて』、岩波文庫 淀野隆三 あとがき

表Ｂ【フィリップについての評論一覧表】


